
知っておきたい

新
事 業 承 継
相 続 ・

　

遺
言
書
に
は
、
次
の
三
種
が
あ
り
ま

す
。

ア
自
筆
証
書
遺
言

　

遺
言
者
本
人
が
自
筆
の
手
書
き
で
作

　

成
す
る
。

イ
公
正
証
書
遺
言　

　

遺
言
者
が
公
証
役
場
で
口
述
し
、
公

　

証
人
に
作
成
し
て
も
ら
う
。

ウ
秘
密
証
書
遺
言　

　

遺
言
者
本
人
が
作
成
し
た
遺
言
書
を

　

公
証
役
場
に
提
示
し
、「
遺
言
が
あ

　

る
こ
と
」
を
証
明
し
て
も
ら
う
。　

　

そ
れ
ぞ
れ
に
は
、
次
の
よ
う
な
メ
リ

ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
と
が
あ
り
ま
す
。

　

民
法
改
正
で
は
、
遺
言
の
普
及
を
は

か
る
観
点
か
ら
、
自
筆
証
書
遺
言
の
作

成
が
簡
素
化
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
内
容

は
次
回
説
明
し
ま
す
。

　

昔
も
今
も
、
都
市
と
地
方
と
の
地
域

格
差
は
大
き
く
、
そ
の
解
消
は
積
年
の

テ
ー
マ
で
す
。
こ
こ
で
想
い
起
こ
さ
れ

る
の
が
、
1
9
8
0
年
代
に
全
国
一
の

過
疎
と
い
わ
れ
た
大
分
県
で
始
ま
っ
た

「
一
村
一
品
運
動
」
で
す
。
そ
れ
は
全

国
的
な
ブ
ー
ム
と
な
り
、
大
分
県
は
地

域
お
こ
し
の
聖
地
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
時
の
特
産
品
づ
く
り
は
、
一
次
産

品
を
加
工
し
、
付
加
価
値
を
つ
け
る

「
1
・
5
次
産
業
化
」
が
中
心
で
し
た

が
、
近
年
は
農
畜
産
物
や
水
産
物
を
単

に
生
産
し
（
1
次
）、加
工
す
る
（
2
次
）

だ
け
で
な
く
流
通
・
販
売
、
さ
ら
に
は

サ
ー
ビ
ス
に
ま
で
進
化
さ
せ
（
3
次
）、

よ
り
大
き
な
付
加
価
値
を
つ
け
る
も
の

に
進
化
し
ま
し
た
。
6
次
産
業
化
と
い

う
の
は
、
１
次
+
2
次
+
3
次
の
合
計

が
6
次
に
な
る
か
ら
で
す
。

　

こ
の
6
次
産
業
化
は
二
つ
の
要
因
で

加
速
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
、「
ふ

る
さ
と
納
税
」
の
返
礼
品
に
多
く
の
国

民
の
目
が
集
ま
り
、
特
産
品
ブ
ー
ム
が

再
燃
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
も
う
一
つ

は
、
ネ
ッ
ト
通
販
が
盛
ん
に
な
り
、
小

ロ
ッ
ト
で
も
流
通
し
、
販
売
で
き
る
仕

組
み
が
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
整
備
さ
れ
て

い
る
こ
と
で
す
。
6
次
産
業
化
は
い
っ

そ
う
加
速
し
そ
う
で
す
。

　

財
産
を
も
っ
た
人
が
亡
く
な
る
と
、

そ
の
財
産
を
誰
か
が
引
き
継
ぐ
こ
と
に

な
り
ま
す
。
誰
が
、
何
を
、
ど
れ
だ
け

引
き
継
ぐ
か
を
決
め
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
そ
れ
を
決
め
る
の
が
遺
産
分
割
協

議
と
遺
言
で
す
。

　

遺
産
分
割
協
議
で
は
、
相
続
人
が
話

し
合
い
で
決
め
ま
す
。
そ
の
内
容
を
文

書
に
し
た
の
が
遺
産
分
割
協
議
書
で
す
。

円
満
に
収
ま
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、

争
い
が
お
こ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ

れ
が
「
争
族
」
で
す
。

　

こ
れ
に
対
し
、
遺
言
は
、
財
産
を
遺

す
被
相
続
人
が
、
自
ら
の
意
思
で
財

産
の
渡
し
先
を
決
め
ま
す
。
遺
言
で
は
、

相
続
人
以
外
に
も
財
産
を
遺
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。
そ
れ
が
「
遺
贈
」
で
す
。

　

ま
た
、
遺
言
で
は
、
相
続
人
が
意
思

決
定
に
直
接
係
わ
る
こ
と
は
少
な
い
の

で
、「
争
族
」
の
余
地
も
比
較
的
少
な

く
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
遺
言
に

は
争
族
予
防
の
役
割
も
あ
り
ま
す
。

　

遺
言
は
天
の
声
で
あ
り
、
す
べ
て
遺

言
者
の
自
由
に
な
る
か
と
い
え
ば
、
そ

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
相
続
人
に
は
最

低
限
守
ら
れ
る
べ
き
相
続
割
合
、
す
な

わ
ち
遺
留
分
が
あ
り
ま
す
。
何
人
も
そ

れ
を
侵
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
遺
留

分
を
侵
害
さ
れ
た
者
は
、
侵
害
し
た
受

遺
者
や
受
贈
者
に
対
し
て
減
殺
請
求
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
は
争
族
の
新
た
な
火
種
で
す
。
遺

言
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
遺
留
分
に
く

れ
ぐ
れ
も
留
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
遺
留
分
を
請
求
で
き
る
の
は
、

配
偶
者
と
子
、
父
母
や
祖
父
母
（
直
系

尊
属
）、
孫
や
曽
孫
（
直
系
卑
属
）
で

あ
り
、
兄
弟
姉
妹
等
に
は
遺
留
請
求
権

は
あ
り
ま
せ
ん
。

第10回 遺言書の役割と種類

そ
ろ
そ
ろ
本
題

公認会計士・税理士
松山大学名誉教授
税理士法人原田会計会長

原田  満範

一
村
一
品
運
動
と

6
次
産
業
化

遺
産
分
割
協
議
と
遺
言

遺
言
作
成
と
遺
留
分

遺
言
書
の
種
類

遺言の種類 メリット デメリット

自筆証書遺言
・費用がほとんどかからない
・内容を変更しやすい
・内容を誰にも知られない

・内容不備のためのリスク高
・偽造や発見されないリスク高
・「検認手続き」が必要

公正証書遺言
・内容不備によるリスク極低
・偽造・隠蔽等のリスク極低
・遺言の内容の確実な実現

・手続きに手間がかかる
・手数料などの費用がかかる
・証人などに内容を知られる

秘密証書遺言
・かかる費用が比較的安い
・内容を誰にも知られない

・内容不備のためのリスク高
・偽造や発見されないリスク高
・「検認手続き」が必要
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